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DAVAO市 人材・資金提供
ごみ減量によって
ごみ処理経費節減分

コンポストセ
ンター及び家

畜飼料

400 – 450 t/d
ＷＴＥ

WTE-SPC組織運営支援

60ｔ/d灰処分
ごみ資源の流れ

お金の流れ

ダバオ市における廃棄物管理向上支援プロジェクト
北九州市環境整備協会、 ＩＧＥＳ、ＫＩＴＡ、新日鉄住金エンジニアリング

JICA「草の根技術協力事業（地域活性化特別枠） 」（2016～2019年度）

＜事業概要＞

フィリピン共和国第３の都市であるダバオ市では、経済活動の拡大に伴い廃棄物発生量が増大し、最
終処分場の負荷抑制が課題となっている。

当事業では、生ごみコンポスト、資源化物リサイクルなど廃棄物管理全般の支援を行い、現地での廃棄
物減量化の推進体制を強化することが目的である。

発生源

約 600 ton/d

『廃棄物減量推進組織』
ごみ減量メニュー

ごみ分別
（資源化物リサイクル）

生ごみコンポスト化

環境学習

水切り推進

最終処分場 投棄プラ回収
（サーマルリサイクル）

WP1)の組織化・雇用

ジャンクショップ
再編・高度化

（リサイクル企業群）

コンポストセンター

リサイクル施設（ＭＲＦ） リサイクル企業  収益アップの一部還元
 投棄プラの売却益

期待される効果
分別・リサイクル率向
上によるごみ減量
最終処分場の延命化
WP1)の雇用 など

1) WP:ウェストピッカー

＜本事業で目指すイメージ＞


